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 本資料は，ボーリング掘削後のボーリングコアの肉眼観察による一次データ
として取りまとめたものである。

 ボーリング柱状図を踏まえて，破砕帯の連続性評価等の後段の評価のため
に用いる肉眼観察による破砕部性状の再観察結果（断層岩区分の評価等）
については，別資料である 「ボーリングコアの再観察結果」に取りまとめて
いる。

 本資料では，K断層の連続性評価に関わる10孔について取りまとめており，
その他のボーリング孔については，今後提出する。
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ボーリング調査位置図

ボーリング孔名 頁 元データとした柱状図
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H27-B-1 補足1- 25
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H24-D1-3 補足1-101
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（第865回審査会合　机上配布資料２）

H24-D1-2 補足1-111
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H24-D1-4 補足1-117
報告書柱状図

（第865回審査会合　机上配布資料２）

H27-B-3 補足1-127
コア観察カード

（第916回審査会合　机上配布資料１）

H27-B-4 補足1-157
コア観察カード

（第916回審査会合　机上配布資料１）

H24-D1-5 補足1-175
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H24-B14-2 7.06 N45°W 45 150
H24-D1-1 20.25 N79°E 45 100
H24-D1-2 6.95 N53°E 60 33
H24-D1-3 6.90 N53°E 45 60
H24-D1-4 6.95 N53°E 45 70
H24-D1-5 7.03 S37°E 50 54
H27-B-1 20.22 S83°E 45 140
H27-B-2 20.11 S65°E 45 160
H27-B-3 7.06 N53°E 45 180
H27-B-4 6.95 S37°E 45 140

ボーリング仕様

孔名
掘進角度
（°）

掘進長
(m)

孔口標高
（m）

掘進方向


PPT表





								全調査数量				浦底断層		Ｄ－１		Ｋ断層		Ｄ－６		Ｄ－１４		Ｄ－５		Ｈ－３ａ破砕帯		その他の

														破砕帯				破砕帯		破砕帯		破砕帯				破砕帯等

						空中写真判読(1/20,000)		約5.1km2				〇

								（DEM作成範囲　約15.5km2)

						地表地質調査		敷地全域				〇

						ボーリング調査		852孔，36807.27m				31孔1667m		26孔		20孔		8孔		2孔		8孔		－		649孔

						（ボアホールテレビ）		（172孔，12198.7ｍ）				（26孔,1554m）		1,411m		428m		1,265m		420m		1161m				28776.87m

														9孔		12孔		（8孔,1265m）		（1孔,200m）		（8孔,1161m）

														685.5m		125m

						破砕帯を確認しなかった孔で近傍の堆積物を確認した孔 ハサイタイ カクニン コウ						11孔 コウ		37孔 コウ		61孔 コウ		2孔 コウ		2孔 コウ		－		－		－

												193.1m		511.2m		667.7m		94m		39m		－		－		－

						工事のために実施した孔 コウジ ジッシ コウ						2孔 コウ		5孔 コウ		－		5孔 コウ		3孔 コウ		11孔 コウ		－		－

												42.85m		118m		－		342m		11.2m		409m		－		－

						2号機当初調査ボーリングで確認した孔						1		11		－		－		10		－		6		－

												55		1285.05		－		－		743.78		－		859.1		－

						不連続を確認した孔						－		－		H24-D1-1		－		－		－		－		－

												－		－		－		－		－		－		－		－

						トレンチ調査、ピット調査、		28箇所				3箇所		4箇所		2箇所		2箇所		3箇所		2箇所		4箇所		－

						剥ぎ取り調査		（約5,550 m2）				(約330 m2)		(約180m2)		(約1,700m2)		(約2,750m2)		(約110 m2)		(約30 m2)		( 約130 m2)

						（観察面積）								1箇所		5箇所

														(約40 m2)		(約280 m2)

						反射法地震探査		1測線，約1,600m				約1,600m		－		－		－		－		－		－		－

						電気探査		1測線，約130m				約130m		－		－		－		－		－		－		－

						海上音波探査		○測線，約44,500m				約44,500m		－		－		－		－		－		－		－

						試掘坑調査		①浦底断層　　　　約340m				①		②		－		③		－		③		②		②

								②2号炉設置位置　 約620m

								②1号炉設置位置　 約56m

						大深度坑調査		1箇所				－		－		－		1箇所		－		－		－		－

						（観察面積）標高・直径・長さ		(約15m2)										(約15m2)

																		※横坑深度

																		G.L-42m

						研磨片観察		253試料				12試料		27試料		25試料		8試料		5試料		12試料		3試料		151試料

														8試料		2試料

						薄片観察		193試料				26試料		29試料		18試料		8試料		5試料		8試料		2試料		89試料

														12試料		2試料

						テフラ分析		40測線，○m				－		4測線		21測線		4測線		3測線		－		4測線		－

						（10cm毎の連続サンプリング）								－		4測線





(ボーリング 総数)

		ボーリング仕様 シヨウ

		孔名 コウメイ		孔口標高
（m） コウ グチ ヒョウコウ				孔口座標 コウ グチ ザヒョウ				基盤上面
深度（m） キバン ジョウメン シンド		方位 ホウイ		掘進方向 クッシン ホウコウ		屈伸方向
（°） クッシン ホウコウ		掘進角度
（°） クッシン カク ド		掘進長
(m)

						x		y		z

		H24-B14-2		7.06		355.111		943.360		7.06		16.24		315.0		N45°W		N45W		45		150

		H24-D1-1		20.25		338.353		1103.283		20.25		12.20		78.9		N79°E		N79E		45		100

		H24-D1-2		6.95		277.490		897.401		6.95		6.81		53.0		N53°E		N53E		60		33

		H24-D1-3		6.90		257.570		898.500		6.90		9.84		53.0		N53°E		N53E		45		60

		H24-D1-4		6.95		277.640		897.400		6.95		7.62		53.0		N53°E		N53E		45		70

		H24-D1-5		7.03		269.000		904.800		7.03		7.41		143.0		S37°E		S37E		50		54

		H27-B-1		20.22		338.353		1103.283		20.22		12.49		97.0		S83°E		S83E		45		140

		H27-B-2		20.11		344.180		1092.324		20.11		13.53		115.1		S65°E		S65E		45		160

		H27-B-3		7.06		162.490		897.400		7.06		10.05		53.0		N53°E		N53E		45		180

		H27-B-4		6.95		277.520		897.180		6.95		13.75		143.0		S37°E		S37E		45		140
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 作成に当たり，元データから誤記の修正及び記載の適正化のみを行った。次頁以降に
修正箇所一覧表を示す。

 修正箇所一覧表に含んでいない統一的な修正箇所を以下に示す。
・「破砕（変質）帯」を「破砕(変質）部」に修正
・破砕帯名の削除
・単位表記の統一 「●．●●～●．●●m ： …」，「▲～▲°」
・記事欄の記載を深度順に並べ替え
・ノンコア区間の明記
・表記の適正化

「m/m」を「mm」に，「Gp」を「花崗斑岩」に，「Ap」を「アプライト」に，「max」を「最大」に，
「ほゞ」を「ほぼ」に，「やゝ」を「やや」に，「巾」を「幅」に修正

・誤字脱字の修正

 元データからの修正箇所については，柱状図に黄枠を付けて示している。

（注）修正箇所一覧表について
・「修正前」及び「修正後」欄では，対象となる記事の修正箇所のみを記載している。

【 】内の記載は，修正前後の説明に関わる記載である。
・「修正について記載している資料」欄は，これまでの審査会合で当該修正について説明している資料を示しており，

これまでの審査会合で示していない修正箇所については「－」を記載している。
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 修正箇所一覧表

回次 資料 頁

1 H27-B-1
コア観察カード

12～16m
記事

12.10～12.50m 12.10～12.49m
第916回 資料1-2-1 補足1-6-6

2 H27-B-1
コア観察カード

40～45m
記事

42.41～41.43m 42.41～42.43m

3 H27-B-1
コア観察カード

40～45m
記事

44.66～44.68m：Hc-1
55°で上端直線的，下端は一部で波打って連続。

44.66～44.68m：Hc-1
65°で上端直線的，下端は一部で波打って連続。

4 H27-B-1
コア観察カード

55～60m
記事

58.77～59.82m：D
　【中略】
29.60～29.65m間に3本のほゞ平行な割れ目が55°前
後で分布，砂や粘土薄層（厚0.5～1m/m）はさむ

58.77～59.82m：D
　【中略】
59.60～59.65m：3本のほぼ平行な割れ目が55°前後
で分布，砂や粘土薄層（厚0.5～1mm）はさむ。

5 H27-B-1
コア観察カード

115～120m
記事

118.10～118.63m，割れ目の一部は軽微なマンガン鉱
染受ける。
　116.26m以深では上位よりも更に割れ目ぞいの砂状
化が進んでいる。

118.10～118.63m：割れ目の一部は軽微なマンガン鉱
染受ける。
　118.26m以深では上位よりも更に割れ目ぞいの砂状
化が進んでいる。

6 H27-B-1
コア観察カード

140～144m
記事

139.95～140.03m：CL
　硬さ「C」岩片主体。
　140.03～141.27m：CM
　【中略】
　（孔底）

139.95～140.00m：CL
　硬さ「C」岩片主体。
　【余掘り区間の削除】

7 H27-B-2
コア観察カード

0～4m
色調

0.00～1.00m
　【空欄】

0.00～0.70m
　【空欄】

8 H27-B-2
コア観察カード
0～4，4～8m

色調
1.00～4.10m
　10YR4/2灰黄褐

0.70～4.10m
　灰黄褐

9 H27-B-2
コア観察カード

10～15m
記事

14.91m 幅4mmで傾斜15°の石英脈が認められる。 13.91m：幅4mmで傾斜15°の石英脈が認められる。

10 H27-B-2
コア観察カード

25～30m
記事

25.31m 20°割れ目ぞいにφ0.5m/m～1m/mと微細な
雲母（セリサイト？）が晶出している。

25.41m：20°割れ目ぞいにφ0.5～1mmと微細な雲母
（セリサイト？）が晶出している。

11 H27-B-2
コア観察カード

45～50m
記事

47.90～47.06m 46.90～47.06m

12 H27-B-2
コア観察カード

45～50m
記事

47.50～48.80m 47.50～48.08m
【コア観察カードの×印記載関係箇所】

13 H27-B-2
コア観察カード

45～50m
記事

48.12～48.16m，上端38°，下端20°の割れ目に囲ま
れ締った砂状化を呈する。

48.40～48.49mも上記同様に締った砂状化呈する。
48.49～48.88m，60～70°割れ目主体。割れ目に砂や
粘土の挟在物が分布する。（これら割れ目は主せん断
面と同方向に近い）

48.12～48.51m：60～70°割れ目主体。割れ目に砂や
粘土の挟在物が分布する（これら割れ目は主せん断
面と同方向に近い）。
48.51～48.60m：締った砂状化呈する。
48.84～48.88m：上端20°，下端38°の割れ目に囲ま
れ締った砂状化を呈する。
【コア観察カードの×印記載関係箇所】

14 H27-B-2
コア観察カード

45～50m
記事

●48.88～48.92m：破砕帯（主せん断面48.88m）
48.88m：Hc-2
　【中略】
48.88～48.92m：Hb
　上端56°，下端53°でいずれも直線的に連続。φ1
～3m/m石英粒，φ3～5m/m硬さ「D」岩片を20～30％
含む半固結状の「礫質粘土状」呈する。下端部にマン
ガン鉱染伴う。色調は灰黄褐（10YR4/2）～黒褐色
（10YR3/1・下端部のみ）。厚さ20m/m。

●48.08～48.12m：破砕部（主せん断面48.12m）
48.08～48.12m：Hb
　上端53°，下端56°でいずれも直線的に連続。φ1
～3mm石英粒，φ3～5mm硬さ「D」岩片を20～30％含
む半固結状の「礫質粘土状」呈する。上端部にマンガ
ン鉱染伴う。色調は灰黄褐（10YR4/2）～黒褐色
（10YR3/1・上端部のみ）。厚さ20mm。
48.12m：Hc-2
　【中略】
【コア観察カードの×印記載関係箇所】

第916回 資料1-2-1 補足1-7-19

15 H27-B-2
コア観察カード

45～50m
記事

48.92～52.42m 48.12～52.42m
【コア観察カードの×印記載関係箇所】

16 H27-B-2
コア観察カード

65～70m
記事

64.63～63.73m 64.68～64.73m

17 H27-B-2
コア観察カード

65～70m
記事

65.36～68.27m 65.36～68.05m
【コア観察カードの×印記載関係箇所】

18 H27-B-2
コア観察カード

65～70m
記事

68.01m以深は割れ目挟在物は殆んど分布しない。 【削除】
【コア観察カードの×印記載関係箇所】

19 H27-B-2
コア観察カード

65～70m
記事

●68.27～68.34m：破砕帯（主せん断面68.27m）

68.27m：Hc-1
　【中略】
68.27～68.34m：Hj
　【中略】

●68.05～68.12m：破砕部（主せん断面68.05m）
【第865回審査会合資料2-2-2及び第916回審査会合
資料1-2-1の深度68.02～68.06mは誤り】
68.05m：Hc-1
　【中略】
68.05～68.12m：Hj
　【中略】
【コア観察カードの×印記載関係箇所】

20 H27-B-2
コア観察カード

65～70m
記事

68.34～69.69m 68.12～69.69m
【コア観察カードの×印記載関係箇所】

21 H27-B-2
コア観察カード

65～70m
記事

68.34～68.38m 68.12～68.16m
【コア観察カードの×印記載関係箇所】

22 H27-B-2
コア観察カード

70～75m
記事

72.48m～74.57m 72.48～72.57m

23 H27-B-2
コア観察カード

70～75m
記事

74.57～73.16m 72.57～73.16m

24 H27-B-2
コア観察カード

85～90m
記事

87.47～84.90m 87.47～87.90m

25 H27-B-2
コア観察カード

95～100m
記事

98.48～101.31m 98.48～101.32m

26 H27-B-2
コア観察カード

100～105m
記事

104.65～107.15m：CM
　104.14～104.19m間を除き，硬質で挟在物は殆んど
分布しない。
104.14～104.19m
　【中略】

104.65～107.15m：CM
　105.14～105.19m間を除き，硬質で挟在物は殆んど
分布しない。
105.14～105.19m
　【中略】

27 H27-B-2
コア観察カード

105～110m
記事

107.68～107.73m 106.68～106.73m

28 H27-B-2
コア観察カード

105～110m
記事

107.60～115.99m 107.62～115.99m

29 H27-B-2
コア観察カード

120～125m
記事

122.97～133.41m 122.97～123.41m

30 H27-B-2
コア観察カード

120～125m
記事

133.41～125.38m 123.41～125.38m
第916回 資料1-2-1 補足1-7-45

31 H27-B-2
コア観察カード

130～135m
記事

133.49～133.76m 133.49～133.75m

32 H27-B-2
コア観察カード

135～140m
記事

134.23～134.77m：CL
　粗粒玄武岩（ドレライト）下盤側貫入境界直下部であ
る。割れ目はやゝ多いが劣化は伴なわない。
134.23～134.33m：DoとGPが混在した岩相を呈する。

134.23～134.77m：CL
　アプライト下盤側貫入境界直下部である。割れ目は
やや多いが劣化は伴なわない。
134.23～134.33m：アプライトと花崗斑岩が混在した岩
相を呈する。

第916回 資料1-2-1 補足1-7-50

33 H27-B-2
コア観察カード

145～150m
記事

149.19～149.67m：D
　【中略】
　下端の149.69mは40°厚さ1m/m暗緑灰色の砂状～
シルト状で緑泥石脈はさむ。

149.19～149.67m：D
　【中略】
　下端の149.67mは40°，厚さ1mm暗緑灰色の砂状～
シルト状で緑泥石脈はさむ。

34 H27-B-2
コア観察カード

155～160m
記事

155.00～162.00m（孔底） 155.00～160.00m
【余掘り区間の削除】

35 H27-B-2
コア観察カード

160～162m
記事

160.00～161.68m
　【中略】
（孔底）

【余掘り区間の削除】 第916回 資料1-2-1 補足1-7-58

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

修正について記載している資料

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

No.
項目

（欄名）
孔名 元データ 修正前 修正後

―

―

―

―

―



補足1-9

回次 資料 頁

36 H24-B14-2
報告書作成用

柱状図
柱状図

37 H24-B14-2
報告書作成用

柱状図
柱状図

38 H24-B14-2
報告書作成用

柱状図
柱状図

39 H24-D1-3
H24報告書

柱状図
記事

40.87～44.01m：傾斜40～50°の割れ目がほぼ平行
に3～10mm間隔で分布する。

40.87～44.01m：傾斜40～50°の割れ目がほぼ平行
に3～10cm間隔で分布する。

40 H24-D1-4
H24報告書

柱状図
柱状図

41 H27-B-3
コア観察カード

60～65m
記事

62.23～64.25m 62.23～64.52m

42 H27-B-3
コア観察カード

70～75m
記事

71.72～72.76m 71.72～72.65m

43 H27-B-3
コア観察カード

90～95m
記事

91.54～93.05m 91.54～93.25m

44 H27-B-3
コア観察カード

90～95m
記事

93.05～93.66m 93.25～93.66m

45 H27-B-3
コア観察カード

155～160m
記事

156.77～156.80m 155.77～155.80m

46 H27-B-3
コア観察カード

170～175m
記事

173.66～176.73m 173.66～173.73m

47 H27-B-3
コア観察カード

175～180m
記事

175.71～176.78m 176.50～176.78m

48 H27-B-3
コア観察カード

175～180m
記事

175.59～175.62m 176.59～176.62m

49 H27-B-4
コア観察カード

20～25m
記事

20.56～20.55m 20.55～20.65m
第916回 資料1-2-1 補足1-9-10

50 H27-B-4
コア観察カード

40～45m
記事

43.80～43.21m 43.80～44.21m

51 H27-B-4
コア観察カード

50～55m
記事

51.90m 52.90m

52 H27-B-4
コア観察カード

50～55m
記事

52.48～52.44m 52.38～52.44m

53 H27-B-4
コア観察カード

60～65m
記事

63.90～63.30 63.90～64.30m
第916回 資料1-2-1 補足1-9-18

54 H27-B-4
コア観察カード

65～70m
記事

67.28～67.78m 67.28～67.75m
第916回 資料1-2-1 補足1-9-19

55 H27-B-4
コア観察カード

80～85m
記事

84.09～84.77m
　【中略】
　特に84.39～85.58，間は劣化が進み,脆弱。

84.09～84.77m
　【中略】
　特に84.39～84.58m間は劣化が進み,脆弱。

56 H27-B-4
コア観察カード

95～100m
記事

98.02～98.27m 98.03～98.27m

57 H27-B-4
コア観察カード

140～144m
記事

140.00～140.36m　40～50°のほぼ平行した割れ目が
卓越する
　【中略】
143.65m～　堅硬な柱状コア

【余掘り区間の削除】 第916回 資料1-2-1 補足1-9-34

―

―

―

修正について記載している資料

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

61.47～61.52mの破砕部の模様の修正

―

―

―

―

No.

―

項目
（欄名）

孔名 元データ 修正前 修正後

47.37～47.40mの破砕部の模様の修正

60.85～61.12mの破砕部の模様の修正

101.47～101.52mの破砕部の模様の修正



補足1-10

・破砕度区分

区分 模様 詳細

Hc-1
粘土状部。
粘土及びシルトを主体とし，少量の砂及び礫を伴う。粘土化が進み全体に軟質化して
いる。

Hc-2
礫混じり粘土状部。
粘土及びシルトの基質中に礫状ないしレンズ状の岩片を含む。基質及び礫は粘土化
が進み軟質化している。

Hb
礫質粘土状部。
礫を多く含み，基質は粘土，シルト及び砂からなる。基質は粘土化が進み軟質化して
いるが，礫は比較的新鮮で硬い。

Hj

粘土混じり礫状部。
粘土及びシルトを挟む割れ目が発達し，全体に脆い。岩片は比較的新鮮で硬いもの
から，やや粘土化が進み指圧で砂状化するものまである。網目状の粘土細脈が発達
することがある。

割れ目
の状態

コアの
形状

コアの硬さ

Ag Bg Cg Dg Eg

ag

Ⅰg B’ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅱg B’ CH’ ‐ ‐ ‐

Ⅲg ‐ CH’ ‐ ‐ ‐

Ⅳg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅴg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅵg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

bg

Ⅰg B’ B’ CM’ CL’ ‐

Ⅱg CH’ CH’ CM’ CL’ ‐

Ⅲg CH’ CH’ CM’ CL’ ‐

Ⅳg ‐ CM’ CM’ CL’ ‐

Ⅴg ‐ CL’ CL’ CL’ ‐

Ⅵg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ｃg

Ⅰg ‐ CH’ CM’ CL’ D’

Ⅱg ‐ CM’ CM’ CL’ D’

Ⅲg ‐ CM’ CM’ CL’ D’

Ⅳg ‐ CM’ CL’ CL’ D’

Ⅴg ‐ CL’ CL’ CL’ D’

Ⅵg ‐ ‐ ‐ D’ D’

dg

Ⅰg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅱg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅲg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅳg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅴg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅵg ‐ ‐ ‐ D’ D’

・岩級区分

■柱状図で用いている記号の凡例を以下に示す。

Ag 極めて硬質。ハンマーで澄んだ金属音がする。

Bg 硬質。ハンマーで金属音がする。

Cg 中硬質。ハンマーで多少濁った音がする。

Dg 軟質。ハンマーで濁音がする。

Eg 極めて軟質。ハンマーで著しく濁った音がする。

Ⅰg 50cm以上の長柱状

Ⅱg 20cm以上50cm未満の長柱状

Ⅲg 10cm以上20cm未満の柱状

Ⅳg 3cm以上10cm未満の岩片状～短柱状

Ⅴg 1cm以上3cm未満の岩片状

Ⅵg 1cm未満の土砂状

ａg 密着，新鮮

ｂg 酸化鉄付着

ｃg 細粒物質を挟む。

ｄg 割れ目として認識できない。

γ
弱風化している。有色鉱物の酸化汚染がある。
長石の部分的な変質（白色化）がある。

・コアの硬さ

・コアの形状

・割れ目の状態

・風化



補足1-11

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-12

余白



補足1-13

柱状図(0.00m～20.00m)

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-14

Ｈ２４－Ｄ１－１

柱状図(20.00m～40.00m)



補足1-15

柱状図(40.00m～60.00m)

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-16

柱状図(60.00m～80.00m)

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-17

柱状図(80.00m～100.00m)

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-18

コア写真(0.00m～18.00m)

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-19

コア写真(18.00m～36.00m)

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-20

コア写真(36.00m～54.00m)

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-21

コア写真(54.00m～72.00m)

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-22

コア写真(72.00m～90.00m)

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-23

コア写真(90.00m～100.00m)

Ｈ２４－Ｄ１－１



補足1-24

余白



補足1-25

Ｈ２７－Ｂ－１



補足1-26

余白



補足1-27

Ｈ２７－Ｂ－１

柱状図(0.00m～9.00m)



補足1-28

Ｈ２７－Ｂ－１

柱状図(9.00m～29.00m) 



補足1-29

Ｈ２７－Ｂ－１

柱状図(29.00m～42.00m)



補足1-30

Ｈ２７－Ｂ－１

柱状図(42.00m～45.00m) 



補足1-31

柱状図(45.00m～49.00m)

Ｈ２７－Ｂ－１



補足1-32

柱状図(49.00m～53.00m)

Ｈ２７－Ｂ－１



補足1-33

柱状図(53.00m～60.00m)

Ｈ２７－Ｂ－１



補足1-34

柱状図(60.00m～69.00m)

Ｈ２７－Ｂ－１



補足1-35

柱状図(69.00m～75.00m)

Ｈ２７－Ｂ－１



補足1-36

柱状図(75.00m～80.00m)

Ｈ２７－Ｂ－１



補足1-37

柱状図(80.00m～89.00m)

Ｈ２７－Ｂ－１



補足1-38

柱状図(89.00m～107.00m)

Ｈ２７－Ｂ－１



補足1-39

柱状図(107.00m～116.00m)

Ｈ２７－Ｂ－１



補足1-40

柱状図(116.00m～128.00m)

Ｈ２７－Ｂ－１
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